
米代川下流域の沖積平野における徴地形

本間茂樹

1.はじめに

ける生活舞台の恥むは沖議平野である。ゆえに，沖積平野じついて研究することは，

人間生活にとって楊めて重要である。そこで，本論ではその沖積平野の調変地域として米代JfI下流

域を選び，その徴地形分類を行い，

研究方法は主として， 4万分の 1

あるが地形発達について考察してみた。

てJ2万5千分の 1の地形民の分析，そして実地

った。

2. 調査地域の接観

米代JlHま岩手県北西の工戸部岳山に源を発し，秋田県の花輪，大館，議巣の三銭地惑と西流したあ

と，能代平野に入り日本海に註いでいる。能代平野法，南部，北部iこ広い台地中央部が沖讃低地，

西蔀が南北に縮長い海岸砂丘というように，大きく三つの地形からなりたっている。

ある沖接低地は，海岸線から東部の狭睦部をなしている二ツ井町切おまでのうち，謹

岸線から二ツ井節子宮摂までの約 15Kmの東西に組長い範囲である 9

3. 沖積平野の散地形

米代}rl下研誠の沖積平野の教地影吾分類すると第 1関のようになる。

1 )沖積段丘

1中犠設丘iま，上流から下流の砂丘地までかなり本い範囲に分布しているコこの調在地域における

集落のほとんどは，この設丘上に立地している。これらの集搭は，列状に撤高地に立地しているこ

とから，これを自然堤防とし，高位自然堤前と名づけた。薦岸の東能代駅，北岸の吹越，真壁地の

集落は，かなり広い自然堤防上に立地している。

2)氾濫原の徴地形

沖積段丘にはさまれている地域は，氾濫涼の地形形態告示し，多くの徴地形が認められるc この

氾濫原には多くの自摂堤訪が分布しており，これを低位自然堤防と名づけた。この自務堤防は，現

河道沿いよりも18河道沿いにおいて発達がよいから，現河道iま最近形成されたものと考えるQ この

中で，轟・産物の集落が立地している自然堤防は，比高が2mくらいあり，この

い。これらの低位自黙堤防の馬辺に談背説地が散在している G

旧河道つまり曲流河勝は，氾濫原において数多く複雑に認められる G 出荷道のほとんどが，現河

りも流路揺は狭くなっているが，轟・産物の~然堤防の北側の i詰河道，下流の橋中，大内田，
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第 1図微地形分類図

長崎にかけての約2Kmの旧河道は，幅の広い明瞭なものとなっている O

ポイントバーは，現河道に沿って，砂礁に覆れている低位ポイントパーと，植生に覆れている高

位ポイントパーの2つに分けられる。低位ポイントバーは，増水によって絶えず変化するところ，

高位ポイントパ」は，ある程度の洪水で冠水するところと考える。また，曲流?可跡に沿って旧ポイ

ントパ」がいくつかみられる。特に，橋中から長崎にかけて認められる曲流河跡に沿っては，かな

り広範囲に渡って旧ポイントノミーが存在している。

下流において，能代市街地の東側には三角州性低地と思われるものがあり，いくつかの工場が立
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神積段丘

第2[Z1汚道の変

地している。

ま みられる地形の土壌のサンフ。ノレを粒度分析してみたところ，結砂が印

%を示し，風成砂の可能性があるので， ζの地形を河畔砂丘とした。

3)砂丘地帯

口付近には，そこから南北にのびる、海岸砂丘が発達している。この珍fとは，

米代川河口において北側と南側では異なった性質を示している。書舗において，

低位砂丘の2つにわけられる。高位砂丘は，標高20--35 m位であり，表題は関析がすすみ，松林

いる。 低位砂丘は，高位砂丘ほど関折されてなく，種生も多くない。標高は20m以下であ

る(水野・ 1966)。

在せず，標高が20m 

この砂丘上に立地している。汚口北部jの砂丘は，

もので，低湿主主主語或が多くみられる。
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4. 品流汚跡の分者と変遷

沖議平野に くの曲流河跡が複雑に存在しているが，、氾濫原に認められる。これは，この地

さとえ示しているといえる。そこで，これら曲流河跡の曲流の状態，段王の侵食の

程度，それぞれの曲流用跡の比高の遣いから，過去の河道を復元し，その結果2本の汚道が復元で

きたく第2図〉。

この氾濫原において，最も白いと思われる曲涜河誹は，氾濫車全語に謀って畠読しているもので，

曲流幅の最も広いものである。この河道を汚道 iとした。轟・産物の器禁堤障の北慎IIのi日河道，下

流の旧ポイントパい般に沿った!日再道は，この汚道 1~こ含まれる。

の時期は非常に安定している時期ι患われる O

らみて，この河道

Eょした。発達状態、や連続性は河道 Iと比べると ゆえに，河

道 iより G 轟から金拓，阿古2陀林まではその連続性はよいが，その下流

鑓においてはその連続投が不明でみる O 月道 iから河道Eへと蛇行幅が狭くなったということは，

汚j[[のもつエネルギーが減ったということになる。しかし，河川はどのように変化しても，その持

つエネルギ}は変化しないといわれている O そのことから，河道Eにおいて

ころでエネルギ}が減った分，その下流でそのエネノレギ」を補わなければならない。よ

は河道が不安定となり，乱流あるいは分流していたと忌むれる。そして，このよう

現河道に移行していったのであろう

5. 地形発

徴地形分類，および曲涜汚跡の変送受さともとに，氾濫票における地形発達を考察

と

まず，汚道 i沿いに，轟・産物の立地ずる器禁堤拐，下流に形成された広範囲に渡る旧ポイント

パ1 北岸の松票の自然環践を形成したものと考えられる。これら徴地形の発達状態がよいことか

ら，この時期はかなり河道の安定していたものと思われる Q

次iこ，1弓道 iから河道Eへ移行していく際L 機織の北側の自然、堤防を形成し，汚道Eに至った

ものと患われるc そして，この時期に金拓の自然堤防者形成し，阿称陀林で河道 iを坊薪し，

の不安定な地域に西流していった

と思われる c

吹越南部の現ポイントパ」は，河道Eか

である。

6. 結 員会

以上のように，米代JWF流域の沖積平野の鍛地形按分類

ことができる G

1 ) 自然堤訪， 2)低位自然堤防， 3) 
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河畔砂丘はこの時期に形成されたもの

が変化していく際に形成されたもの

この地域の微地形は次のよう

4) 5)高位ポイントパ



6) {g;位ポイントパヘ7)'日ポイントノくへお河畔砂丘， わ

11)低位品、正， 12)砂浜， 13)埋立地

10) 

これらのようにわけられる鍛地形のう

然堤防，後背湿地，旧

に分布している。

向
口 しているが，低位自

由ポイントバヘ再畔砂丘は

ま

れら白

ら，

してみた。その結果 2

とによって，こ

き.それ告に伴って

堤訪が形成されたことがわかった。

7. おわり

なお，これからの課題として，次のことがいえよう。河道 iから汚道lLそ

くなっていく原因，そして，ボーリング資料を使用した氷期以降の地形発達史，また日

海中部地震においての微地形とその被害状況の関係をみる必要があろう。

本稿作成にあたり，繋始僻指導・

牧田筆先生にiま，深く惑謝いたします。

くださった水野絡先生，額田報誠先生，後藤
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